
二
月
十
三
日
（
木
）
午
後
六

時
か
ら
、
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
で
、
第
三
十
二
回
熊
本
春

節
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
で
は
、
新
暦
の
元
旦
よ

り
も
旧
暦
の
一
月
一
日
を
「
春

節
」
と
呼
ん
で
盛
大
に
お
祝
い

す
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

祝
賀
会
は
、
異
郷
の
地
で
春
節

を
迎
え
る
留
学
生
ら
を
励
ま
そ

う
と
、
県
内
の
中
国
人
留
学
生

や
研
修
生
一
〇
〇
人
を
招
待
し

て
、
共
に
春
節
を
祝
う
民
間
交

流
活
動
と
し
て
、
県
日
中
協
会

が
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
熊
本
で
は
め
ず
ら
し
く
雪

が
降
る
中
、
蒲
島
郁
夫
熊
本
県

知
事
や
李
天
然
中
国
駐
福
岡
総

領
事
な
ど
の
来
賓
、
会
員
・
関

係
者
の
総
勢
二
三
〇
人
が
来
場

し
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
は
、
尺
八
と
箏
に

よ
る
「
春
の
海
」
の
演
奏
で
日

本
文
化
を
紹
介
、
県
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
、
く
ま
モ
ン
も
登
場

し
、
留
学
生
ら
は
大
喜
び
。

乾
杯
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

柔
力
太
極
球
普
及
協
会
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
は
、
留
学
生
も
飛
び

入
り
参
加
し
て
、
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

恒
例
の
茶
道
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

餃
子
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
お
楽
し

み
抽
選
会
も
大
盛
況
で
、
参
加

者
の
会
話
も
進
み
、
楽
し
い
夜

と
な
り
ま
し
た
。
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旧正月を祝う春節祝賀会場

「
私
は
米
国
留
学
も
経
験
し
た

が
、
こ
ん
な
会
に
招
か
れ
た
こ

と
は
な
い
」
と
冗
談
交
じ
り
に

祝
辞
を
述
べ
る
蒲
島
郁
夫
知
事

「
旧
正
月
を
大
い
に
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
」
と
主
催
者
挨

拶
を
す
る
米
満
弘
之
会
長

「
中
国
で
も
伝
統
的
な
行
事

を
皆
様
と
一
緒
に
過
ご
せ
た

こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」

と
李
天
然
総
領
事

「
寒
い
中
よ
う
こ
そ
お
出
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
旧
正
月
を
楽

し
く
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
」
と

開
会
の
辞
を
述
べ
る
田
川
憲
生

副
会
長

「
わ
が
熊
大
に
は
『
友
情
の
梅
』

が
留
学
生
の
手
入
れ
で
大
き
く

育
っ
て
お
り
ま
す
」
と
乾
杯
の

挨
拶
を
す
る
谷
口
功
熊
大
学
長

くまモンが留学生に友情を大いにアピール

日
本
の
伝
統
芸
能
を
披
露
す

る
田
島
永
山
さ
ん
（
尺
八
）

と
一
村
夕
香
子
さ
ん
（
箏
）
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大
森
産
業
株
式
会
社
、
熊
本

華
僑
華
人
総
会
、
医
療
法
人

社
団
寿
量
会
、
崇
城
大
学
、

創
価
学
会
、
日
中
友
好
熊
本

県
議
会
議
員
連
盟
、
阿
蘇
製

薬
株
式
会
社
、
柏
木
明
、
株

式
会
社
フ
ァ
ー
マ
ダ
イ
ワ
、

ア
イ
ウ
ッ
ド
株
式
会
社
、
青

柳
英
幸
、
株
式
会
社
阿
蘇
熊

牧
場
、
社
会
医
療
法
人
稲
穂

会
、
お
ぜ
き
保
育
園
、
河
北

正
信
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院

大
学
、
株
式
会
社
近
代
経
営

研
究
所
、
熊
本
朝
日
放
送
株

式
会
社
、
熊
本
学
園
大
学
、

熊
本
県
青
年
会
館
、
光
進
商

事
株
式
会
社
、
國
米
聰
太
郎
、

小
山
和
作
、
佐
藤
征
紀
、
社

会
福
祉
法
人
慈
永
会
、
株
式

会
社
杉
養
蜂
園
、
髙
野
正
博
、

鎮
西
学
園
、
長
尾
和
治
、
野

田
た
け
し
事
務
所
、
巫
祥
榮
、

松
崎
幸
子
、
未
来
税
務
会
計

事
務
所
、
柳
井
理
生
、
旅
の

よ
ろ
こ
び
株
式
会
社
、
東
海

大
学
九
州
キ
ャ
ン
パ
ス
、
武

藤
宏
明
、
山
田
幸
美
、
松
本

崇
希

熊
本
製
粉
株
式
会
社
・
熊
本

大
同
青
果
株
式
会
社

株
式
会
社
お
菓
子
の
香
梅

（
敬
称
略
）

荒
尾
市
、
岩
下
栄
一
、
岩
田

尚
子
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊
本
放
送
局
、

大
代
純
市
、
株
式
会
社
九
電

工
、
近
経
フ
ァ
ー
ム
代
表
、

熊
本
県
、
熊
本
工
業
専
門
学

校
、
熊
本
酸
素
株
式
会
社
、

熊
本
大
学
、
株
式
会
社
熊
本

放
送
、
熊
本
保
健
科
学
大
学
、

株
式
会
社
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ

ス
ル
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ

ス
ト
株
式
会
社
、
小
串
照
彦
、

國
米
聰
太
郎
、
小
杉
直
、
佐

藤
征
紀
、
医
療
法
人
社
団
寿

量
会
、
創
価
学
会
、
崇
城
大

学
、
高
野
病
院
、
株
式
会
社

暖
、
有
限
会
社
渡
航
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
中
垣
秀
夫
、

西
田
田
鶴
子
、
野
田
た
け
し

事
務
所
、
平
山
昌
志
、
巫
祥

榮
、
安
田
信
彦
、
苓
北
町

熊本県太極柔力球普及協会の皆さんの演舞

「
留
学
生
の
皆
さ
ん
、
最
も

日
本
を
理
解
し
、
最
も
熊
本

に
親
し
む
、
中
国
を
代
表
す

る
立
派
な
人
に
な
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
閉
会
の
辞
を
述
べ

る
中
山
峰
男
崇
城
大
学
学
長

飛び入りで留学生も太極柔力球に挑戦

「
当
た
っ
た
人
は
・
・
・
」

抽
選
会
で
青
柳
氏

一等に当たった段冀彭さんとパチリ

今
回
も
お
土
産
を
沢
山

準
備
し
ま
し
た

恒例の水餃子は人気ナンバーワン

「
留
学
生
の
た
め
に
こ
ん
な

に
盛
大
に
お
祝
い
し
て
く
だ

さ
っ
て
う
れ
し
い
で
す
」
と

お
礼
を
述
べ
る
張
伊
欣
さ
ん



中
国
に
は
、
慶
事
の
際
な
ど

に
赤
い
紙
に
縁
起
の
良
い
句
を

書
い
て
、
門
柱
や
入
口
の
左
右

に
貼
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
対
聯
（
つ
い
れ
ん
）
と
言

い
ま
す
が
、
特
に
春
節
、
即
ち

新
年
の
物
を
春
聯
（
し
ゅ
ん
れ

ん
）
と
呼
び
ま
す
。

古
来
中
国
で
は
、
板
に
神
仙

の
名
称
を
記
し
て
家
の
門
の
両

側
に
置
き
、
一
年
の
平
安
を
祈

念
し
ま
し
た
が
、
こ
の
風
習
は

日
本
に
も
伝
わ
り
、
門
松
と
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
も
時
代
と
共
に
変
化

し
、
唐
代
に
な
っ
て
板
か
ら
紙

に
、
ま
た
願
い
事
な
ど
を
書
く

よ
う
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。

春
聯
は
対
句
に
な
っ
て
お
り
、

漢
字
の
特
性
を
生
か
し
て
、
意

味
の
上
で
も
文
法
的
に
も
、
ま

た
、
音
で
読
ん
で
も
シ
ン
メ
ト

リ
カ
ル
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。

祝
賀
会
で
準
備
し
た
春
聯
の

漢
詩
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
例
年
ど
お
り
、
元
熊
本
工

業
大
学
教
授
（
現
崇
城
大
学
）

の
王
忠
義
先
生
。
午
年
と
い
う

の
は
十
二
支
の
七
番
目
、
十
二

年
周
期
の
後
半
に
入
っ
た
折
り

返
し
の
年
で
、
激
し
い
動
き
が

起
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
年
で

す
。
「
国
益
」
と
う
い
う
名
の

も
と
に
、
人
が
人
の
命
を
奪
う

よ
う
な
世
の
中
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
善
隣
友
好
、
共
に
発
展

し
、
共
に
栄
え
る
方
向
に
進
み

ま
し
ょ
う
、
と
い
う
先
生
の
気

持
ち
が
込
め
ら
れ
た
漢
詩
で
す
。

春
聯
の
書
は
、
今
回
初
め
て
、

熊
本
市
立
必
由
館
高
校
書
道
コ
ー

ス
の
皆
さ
ん
に
書
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
映
え

る
立
派
な
文
字
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（
以
下
は
林
祥
増
会
長
の
抱

負
で
す
。
）

私
共
の
会
は
、
長
年
「
熊
本

華
僑
総
会
」
と
し
て
活
動
を
続

け
て
参
り
ま
し
た
が
、
役
員
が

大
幅
に
交
代
す
る
の
を
機
に
、

古
く
か
ら
居
る
華
僑
も
、
日
本

に
帰
化
し
た
華
人
も
、
ま
た
新

た
に
日
本
に
来
た
新
華
僑
も
、

皆
で
協
力
し
合
お
う
と
名
称
を

変
更
い
た
し
ま
し
た
。

新
役
員
の
殆
ど
は
華
僑
の
三
、

四
世
。
日
本
で
生
ま
れ
育
っ
た

私
達
自
身
が
華
僑
・
華
人
の
役

割
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
先
代

の
知
恵
を
借
り
な
が
ら
、
全
国

の
組
織
と
の
つ
な
が
り
も
大
事

に
、
日
中
友
好
の
た
め
尽
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

県
日
中
協
会
の
法
人
会
員
、
熊
本
華
僑
総
会
は
平
成
二
十
五
年

度
、
役
員
を
一
新
、
新
会
長
に
林
祥
増
氏
、
副
会
長
に
鄭
則
賢
、

葉
亜
治
の
両
氏
を
選
任
。
こ
れ
を
機
に
、
会
の
名
称
も
熊
本
華
僑

華
人
総
会
に
変
更
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
に
飾
り
付
け
た
春
聯

春聯の文字は必由館高校書道コー
スの皆さんが書いてくれました

新会長の林祥増氏



日
中
友
好
へ
の
思
い
を
、
中

国
の
思
い
出
を
交
え
な
が
ら
、

日
中
協
会
会
員
の
方
々
に
自
由

に
語
っ
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で

す
。春

節
祝
賀
会
の
茶
道
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
毎
年
の
如
く
受
け
さ
せ

て
頂
き
、
嬉
し
く
て
仕
方
が
あ

り
ま
せ
ん
。
古
稀
を
過
ぎ
て
も
、

第
二
、
第
三
の
青
春
が
来
た
と

い
う
感
じ
で
す
。

大
代
理
事
の
勧
め
で
入
会

私
が
生
ま
れ
る
前
に
、
父
が

仕
事
で
上
海
に
住
ん
で
お
り
、

平
成
に
な
っ
て
か
ら
は
息
子
が

三
菱
商
事
の
ア
パ
レ
ル
関
係
で

五
年
も
上
海
に
。

私
自
身
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
真
っ

白
で
す
が
、
中
国
の
歴
史
や
文

化
が
大
好
き
で
、
中
国
と
の
関

わ
り
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

日
中
協
会
に
入
会
し
た
き
っ

か
け
は
大
代
純
市
理
事
に
勧
め

ら
れ
て
で
す
が
、
と
て
も
感
謝

し
て
い
ま
す
。
春
節
祝
賀
会
の

後
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
大
代
さ

ん
に
お
電
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

つ
い
つ
い
涙
ぐ
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。

鳥
越
俊
太
郎
の
「
女
性
版
」

昨
年
は
ビ
デ
オ
の
早
送
り
の

よ
う
な
一
年
で
し
た
。
一
月
四

日
に
乳
ガ
ン
を
告
知
さ
れ
、
一

月
八
日
に
手
術
決
定
、
三
〇
日

に
左
胸
全
摘
手
術
、
二
月
六
日

に
退
院
、
二
十
六
日
に
春
節
祝

賀
会
を
受
け
る
こ
と
を
前
提
に

乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

日
中
協
会
で
知
り
合
っ
た
熊

本
大
学
の
谷
口
学
長
や
熊
本
保

健
科
学
大
学
の
小
野
学
長
か
ら

も
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

米
満
会
長
に
は
「
四
度
目
の
ガ

ン
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
鳥
越
俊

太
郎
の
女
性
版
」
と
激
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
自
慢
に

は
な
り
ま
せ
ん
が
、
四
度
目
の

ガ
ン
で
し
た
。

人
と
の
つ
な
が
り
に
感
謝

中
国
史
が
好
き
な
私
は
、
今

年
は
祝
賀
会
の
茶
道
コ
ー
ナ
ー

の
机
に
中
国
グ
ッ
ズ
を
並
べ
て
、

千
年
の
昔
、
遣
唐
使
で
日
本
に

帰
国
で
き
な
か
っ
た
「
井
真
成
」

「
阿
倍
野
仲
麻
呂
」
の
話
、
唐

三
彩
の
駱
駝
の
焼
き
物
と
、
い

つ
も
の
よ
う
に
お
茶
の
歴
史
を

話
さ
せ
て
頂
き
、
自
己
満
足
感

一
杯
で
し
た
。
裏
方
で
は
大
勢

の
友
人
が
応
援
し
て
く
だ
さ
り
、

多
方
面
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
一
番
だ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

茶
通
し
て
一
期
一
会

今
後
は
何
を
以
っ
て
、
少
し

で
も
役
に
立
っ
て
行
く
こ
と
が

出
来
る
か
、
私
の
残
り
少
な
い

人
生
を
有
意
義
に
暮
ら
せ
る
か
、

楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

お
茶
を
通
し
て
、
本
当
に

「
一
期
一
会
」
を
実
践
し
て
い

ま
す
。
お
茶
道
具
を
通
し
て
私

の
思
い
を
表
現
で
き
、
若
手
に

興
味
を
持
っ
て
頂
き
、
こ
れ
か

ら
の
活
動
に
自
信
が
出
て
ま
い

り
ま
し
た
。

今
後
と
も
日
中
協
会
の
皆
様

に
励
ま
し
て
頂
い
て
老
々
介
護

を
頑
張
り
抜
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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体
験
コ
ー
ナ
ー
の
茶
道
具

呈茶を体験する参加者

当
協
会
が
主
催
す
る
熊
本

春
節
祝
賀
会
も
今
年
で
三
十

二
回
目
。
異
国
の
地
で
春
節

を
迎
え
る
中
国
か
ら
の
留
学

生
や
研
修
生
、
合
わ
せ
て
百

人
余
を
招
待
し
、
県
日
中
協

会
員
ら
と
交
流
、
日
本
の
伝

統
芸
能
に
触
れ
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
日
中

交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
催
し
に
は
各
界
や
個

人
の
多
く
の
支
援
が
あ
っ
て

は
じ
め
て
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
資
金
を
援
助
し
て
く
れ

る
人
、
留
学
生
な
ど
招
待
者

へ
の
お
土
産
や
お
楽
し
み
抽

選
会
の
商
品
、
餃
子
の
材
料

を
提
供
し
て
く
れ
る
人
な
ど
。

蒲
島
知
事
や
李
天
然
・
駐

福
岡
総
領
事
も
駆
け
つ
け
た

会
場
は
祝
賀
ム
ー
ド
で
一
杯
。

堪
能
な
日
本
語
を
操
り
な
が

ら
会
話
す
る
学
生
の
声
が
飛

び
交
い
、
明
る
い
ム
ー
ド
は

交
流
の
深
ま
り
を
一
段
と
印

象
づ
け
ま
し
た
。

日
中
両
国
の
関
係
が
思
わ

し
く
な
い
中
、
当
協
会
の
活

動
が
、
日
中
の
相
互
理
解
と

民
間
交
流
の
拡
大
、
ひ
い
て

は
日
中
友
好
に
一
役
買
え
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
機
関
紙
編
集
委
員
会

・
小
串

照
彦)

編
集
後
記


